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自閉症スペクトラム児の食行動問題に対する研究
―保護者支援に向けて―

序　論

　平成 17 年に「食育基本法」が公布され、子どもの発育、
発達過程に応じて食べる力を育てることが期待されてき
た。そのため、子どもが食発達を通して、一人で食べる
ことができるようになることは幼児期の課題として重要
である。この食の自立過程とは母親と子どもの間にダイ
ナミックに展開される社会現象であること。また、子ど
もにも子どもなりの食への志向性があり、それが養育者
とずれる場合は、食をめぐるトラブルが生じることもあ
ると指摘されている（根ケ山，2007）。未就園児の 96％の
母親が食事に関する悩みを持つことを明らかにしている

（風間，2006）。また、子どもの肥満傾向について、2006
年の学校保健統計調査報告書の年次統計では、近年の 30
年間の出現率は学童期において２～３倍となっている。
平成 20 年度は十人に一人が肥満傾向にある結果が示さ
れている。学童期は、食事のパターンや習慣が確立して
いることが考えられ、それ以前の早い時期として、離乳
期の食発達を確立する時期での対応が必要となる。また、
授乳期と離乳期、幼児期の関連性があり、重要な時期で
あるとしている（酒井，2007）。そのため、離乳期の母
親に対して、食発達に合わせた食事への支援が必要とな
る。しかし、子どもが一人で食べるようになる過程の食
発達に焦点を当てた、食事に対する保護者への支援を明
らかにした研究は少ない。

　そこで、食発達に自閉症の特性が示される自閉症スペ
クトラム障害（以下 ASD）児の食問題行動に着目した。
ASD 児の肥満の原因については、食の問題行動が大き
く、「早食い」「偏食」「コミュニケーション不良による食
への転化」が特徴的であるといわれ、原因は、自閉症の
感覚の偏りやこだわり行動によるものであると考えられ
ている。離乳期は食発達を獲得する時期となり、食べる
行為の始まりである。刺激に対して過敏に反応する ASD
児にとって、離乳期は食問題行動（偏食や異食）を引き
起こす可能性がある時期となる。ASD 児に特徴的である
食発達行動の項目から、ASD 児の食事へこだわり行動に
影響を与えている要因を分析し、食発達をふまえた食事
への支援について明らかにすることができれば、今後、
すべての発達状況にある子どもが食事に対して困難な状
況に陥った時、保護者に対して食事を促す方法を示すこ
とができると考える。

Ⅰ．研究目的及び方法

１．研究の目的
　本研究の目的は、自閉症スペクトラム障害（以下 ASD）
児は他の発達状況の子どもと比較して、食事に対するこ
だわり行動が出現しているかを明らかにする。また、離
乳期の食発達行動の項目で、ASD 児が他の子どもと比べ
て特徴的な項目を検討し、ASD 児の食事へのこだわり行
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動に影響を与えている要因を明らかにし、食事に対する
保護者への支援を示すことである。

２．倫理的配慮
　調査項目の表現に関しては、成人期の障害者の保護者
にプレテストを行った。さらに、自閉症センターの職員に
質問項目の内容と量に対して助言を受けた後、再度作成
したものを配布した。実施前に研究目的、方法、危険因子
等について説明を行った。その上で自由意思による研究
参加の協力について理事会、保育園の了承を得た。2008
年７月３日付にて A 大学の倫理委員会での承認を得た。

３．研究対象
　A 市療育支援センターに通園する発達障害児の保護者
200 名、一般の２つの私立保育園に通園する定型発達児
の保護者 198 名である。分析の対象児は、離乳期を過ぎ
た年齢とした。定型発達児の年齢は３歳児～４歳児未満
を対象とした。発達障害児は３歳くらいから現れるため
３歳～５歳未満を対象とした。ASD 児 42 名、定型発達
児 72 名、他の発達障害児 48 名である。

４．用語の定義
１）�自閉症：３歳くらいまでに現れ、①他人との社会的

関係の形成の困難さ、②言葉の発達の遅れ、③興味
や関心が狭く特定のものにこだわることを特徴とす
る行動の障害であり、中枢神経系に何らかの要因に
よる機能不全があると推定される。（文部科学省：平
成 15 年３月の「今後の特別支援教育の在り方につい
て（最終報告）」）

２）�自閉症スペクトラム：ローナ・ウィングが提唱した
概念。自閉症とアスペルガー症候群、非定型自閉症
を併せて、自閉症スペクトラム障害という。

３）�自閉症のこだわり：限定され、いつも同じような形
で繰り返される行動・興味・活動のこと。（DSM 診
断基準より）

４）�偏食：食物の好悪感情の程度が強く、限られた特定
のものしか食べないこと。

５．研究方法
１）�調査方法：理事会及び保育園長に研究の主旨を説明

した。承認と同意を得た後、質問紙を配布し本人に
て記入後、郵送してもらった。

２）�調査期間：2008 年７月～８月
３）�調査項目：現在の子どもにある食事に対するこだわ

り行動の有無及び離乳期の子どもの食発達行動と食
事環境、保護者の状況と思いである。

　調査項目内容は①食べる機能として、嚥下機能、摂食
機能（捕食機能・押しつぶし機能・咀嚼機能）を質問項
目１～４とした。また、自食機能（準備・手づかみ食べ
機能・食具、食器食べ機能）を質問項目５～８とした。
②食物の好き嫌いは、心理的な発達も影響があるため、
新奇性恐怖（食べたことのない食物の摂取を躊躇し、摂
取回避する行動のこと）の質問項目９～ 12 と子どもの行
動にしばしばみられるサンプリング（ほんの少しを食べ
てみて、味をしっかり確かめ見極め少しずつ食べていく
行動のこと）の質問項目 13 を取り入れた。味に関係す
る嗅覚の項目と食物の好悪を直接に左右する味への生得
的好悪（遺伝情報として生得的に持っている好き嫌いの
こと）の項目を質問項目 14 ～ 16 とした。③食べたいと
いう欲求には食物の与え方、雰囲気、が左右するため、
与え方の項目はなじむ（子どもが慣れ親しんでいるなじ
んだ食べ物を与える）という質問項目 17 ～ 19，22，24
とし、モデリング（親、教師や仲間をモデルにしてその
行動を模倣し新しい反応を引き起こすこと）の質問項目
20，21，23、食事を一定時間や同じ人が与えるか、雰囲
気という項目を質問項目 25 ～ 27 とした。さらに、④環
境は与える側の子どもへの心理的な圧迫として、保護者
の気持ちを聞く質問項目 28 ～ 29 とした。⑤最後に偏食
を聞く質問項目 30 ～ 31 を入れた。（表１）
　食行動に対するこだわりについては、表１以外の別項
目として「現在、食事に対するこだわりがありますか」
という質問項目をのせた。回答については「ある」「どち
らともいえない」「ない」とした。
　表１の質問の回答は①非常にあてはまる②ややあては
まる③あまりあてはまらない④全くあてはまらないとい
う４段階の回答とした。また、覚えていないこともあるた
め質問紙には⑤覚えていないという回答項目をつけた。
４）�分析方法：分析には SPSS 21.0 を使用した。質問紙

の回答について「⑤覚えていない」については、分
析対象としていない。発達の違いと食のこだわりの
有無については、クロス集計しカイ二乗検定を行
い、離乳期の食発達行動の項目で、ASD 児が他の子
どもと比べて特徴的な項目については、マンホイッ
トニー・ウイルコクソン検定および、クラスカル・
ウォリス検定を行った。有意水準は５％とした。

Ⅱ．結　果

１．対象者の概要
１）回収状況
　通園施設は、発達障害を持つ親と子の療育支援セン
ターである。就学前の肢体不自由児、知的障害児、自閉
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症児を受け入れている。通園施設の発達障害児 220 名と
保育園に通う定型発達児 198 名である。回収数は発達障
害児 93 名（回収率 42.2％）、定型発達児は 80 名（回収率
40.0％）、うち有効回答数は発達障害児 90 名、定型発達
児 72 名である。
２）対象の基本属性
　今回の調査の対象の基本属性は、子どもの月齢と保護
者の年齢を表２に示した。子どもの月齢の平均 49.6 ヶ月

（± 16.6）である。内 ASD 児は、54.3 ヶ月（± 11.2）、定型
発達児は 47.0 ヶ月（± 20.1）、他の発達障害児は 49.3 ヶ月

（± 13.9）であった。全体の通園した月齢は平均 28.8 ヶ月
（± 17.8）であった。保護者の年齢は、平均 35.9 才（±
9.9）であった（表２）。ASD 児とそれ以外の先天的と後

天的な障害児、診断名なし、及びそれ以外の発達障害と
いわれている子どもたちの内訳を図２に示した。ASD 児
の割合が他の発達障害児の割合より多かった。

表１　離乳期における食発達行動の状況

質　　問　　項　　目
嚥下機能
捕食機能

１．離乳は円滑に順調に進んだ
２．離乳期の初めの頃、口に入れても呑み込めなかった
３．離乳期の中期（７～８ヶ月）頃に噛まずに食べ物を丸のみしていた
４．食事以外の場面で玩具などをかむ遊びが多くなった

自食機能 ５．離乳期の後期（９～ 11 ヶ月）頃に手づかみで食べ始めた
６．手づかみ食べができる頃から、食べ物を前歯で噛み切ることができるようになった
７．離乳期の後期に食べ物で前掛けが汚れることが多かった
８．１歳半頃から食器で食べることができた

新奇性恐怖
サンプリング

９．食べ物を口に入れようとすると拒否することが多かった
10．初めての食べ物は、ほんの少しだけ口に入れて吐き出す行為があった
11．食べ物の味付けが変わると食べないことが多かった
12．食べ物はなじみのあるものしか食べなかった
13．目新しい食べ物は積極的に食べることができた

嗅覚
生得的好悪

14．食べ物の臭いによって食べられなくなった
15．食べ物の味付けは甘い物を好んで食べた
16．食べ物の味付けで塩味を好んで食べた

モデリング
馴染み
一定時間

17．食べ物を置く位置が変化すると食べるのを嫌がった
18．初めての食べ物でも１、２回で食べられるようになった
19．食器が変わると食べるのを嫌がった
20．食事に集中して食べるほうだった
21．食事を楽しそうに食べていた
22．食べられない原因は食物の外見であった
23．お友達がいると食べられる物が増えた
24．初めての物を食べる時はいつも機嫌が悪く怖がった
25．離乳食を決まった時間に食べさせることができた
26．同じ人が食事を与えることができた
27．食べる時の雰囲気を楽しくできた

環境 28．食べさせる時いらいらした
29．食べさせる時早く終わらせようと焦った

偏食 30．お子様は好き嫌いの程度が強いと感じた
31．お子様の食物の嗜好や選択するものが限られていると感じた

表２　子どもの月齢と保護者の年齢表　　　n=162

　　　 数 平均値 SD
子どもの月齢
　ASD 児の月齢
　定型発達児月齢
　他障害児月齢
通園を始めた月齢
保護者年齢

162
  42
  72
  48
162
159

49.6
54.3
47.0
49.3
28.8
35.9

16.6
11.2
20.1
13.9
17.8
  9.9
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２．食事に対するこだわり行動の検討
１）食事に対するこだわり行動と発達状況について
　現在の「食事のこだわり行動がある」の割合は、定型
発達児が 45.8％、ASD 児は 78.6％、他の発達障害児は
64.6％であり、ASD 児が他の発達状況群の中で最も高い
割合であった（表３）。　　
　そこで、ASD 児の特徴であるこだわり行動が要因と
なっていることが考えられたため、ASD 児と他の発達状
況の子ども群に分けた。現在の食事のこだわり行動と発
達状況の違いとの関連を明確にするため、クロス集計し
カイ二乗検定を行った。結果、発達状況と現在の食のこ
だわり行動は有意な関連性が認められた。ASD 児群と

「食事へのこだわり行動がある」がより高く、「食事への
こだわり行動がなし」が低く関連した。その他の発達状
況の子どもは、「食事へのこだわり行動がなし」が高く、

「食事へのこだわり行動がある」が有意に低く関連した。
（表４）

２）食事へのこだわり行動と離乳期の食発達行動の差
　現在の食事へのこだわり行動が「ある」群と「なし」
群によって、それぞれの子どもが離乳期の食発達の過程
に差があるのかを明らかにするため、離乳期の食発達の
項目についてどの項目に差があるかを分析した。結果、
食事へのこだわり行動の「あり」群が「なし」群に比べ
て最も差があった項目は「味付けで塩味を好んで食べた」
と「好き嫌いの程度が強いと感じた」「食べ物の嗜好や選
択するものが限られていると感じた」であった。次に差
があった項目は、「初めてのものを食べる時にはいつも
機嫌が悪く怖がった」また、平均ランクに差が低くあっ
た項目は「なじみのあるものしか食べなかった」「食べ
させる時いらいらした」の項目であった。「現在の食の

図１　発達障害児の内訳　　　　n ＝ 90

表３　発達状況における現在の食事のこだわり行動の有無の割合

食事へのこだわり行動 人（%）
発達状況の違い なし あり

定型発達児 39（54.2） 33（45.8）
ASD 児   9（21.4） 33（78.6）

他の発達障害児 17（35.4） 31（64.6）

表４　発達の違い と 食へのこだわり行動 のクロス表

食のこだ
わり行動 合計

なし あり

発
達
の
違
い

定型発達児・
他の発達障害
児

度数    56    64 120
期待度数 48.1 71.9 120
調整済み残差   2.9 -2.9 　

自閉症スペク
トラム障害児

度数      9    33   42
期待度数 16.9 25.1   42
調整済み残差 -2.9   2.9 　

合
計

度数    65    97 162
期待度数    65    97 162

� χ２＝ 8.248　p ＜ .001



− 184 −

大阪総合保育大学紀要　第 10 号　2015

− 185 −

こだわり行動が「なし」群が「あり」群の項目のうち最
も高く差があった項目は、「離乳が円滑に順調に進んだ」

「離乳期の後期（９～ 11 か月）頃に手づかみで食べ始め
た」、「手づかみ食べができる頃から前歯で噛み切ること
ができるようになった」、「１歳半頃から食器で食べるこ
とができた」、「食事を楽しそうに食べていた」であった。
差が有意に低くあった項目は、「離乳食を決まった時間に
食べさせることができた」の項目であった。（表５）。

３．ASD児の食発達の特徴について
１）発達の違いによる食発達行動項目への回答の差
　ASD 児の食発達の特徴を明らかにするために、ASD
児群と定型発達児とその他の発達障害児群とに分け分析
をした。離乳期における食発達行動の項目に各群で回答
に有意な差があるのかクラスカル・ウォリス検定を行っ
た。有意に最も大きく差があった項目は、「後期頃に手づ
かみで食べ始めた」、「手づかみ食べができる頃から前歯
で噛み切ることができるようになった。」、「１歳半頃から
食器で食べることができた」、「お友達がいると食べられ
る物が増えた」であった。大きく差があった項目は、「食
物の嗜好や選択するものが限られていると感じた」、「初
めての物を食べる時はいつも機嫌が悪く怖がった」、「食

事の好き嫌いの程度が強いと感じた」、「なじみのある物
しか食べなかった」、「目新しい食べ物は積極的に食べる
ことができた」、「食事を楽しそうに食べていた」、「後期
に食べ物で前掛けが汚れることが多かった」、「食べられ
ない原因は食物の外見であった」、であった。比較的差が
ある項目は、「初めての食べ物でも１、２回で食べられる
ようになった」、「食べ物の味付けが変わると食べないこ
とが多かった」、「食べさせる時早く終わらせようと焦っ
た」、「食べさせる時イライラした」の項目であった（表
６）。逆に差のなかった項目は、「離乳が円滑に順調に進
んだ」、「離乳期の初めのころ、口に入れても飲み込めな
かった」、「食事以外の場面で玩具などをかむ遊びが多く
なった」、「食べ物を口に入れようとすると拒否すること
が多かった」、「初めての食べ物は、ほんの少しだけ口に
入れて吐き出す行為があった」、「食べ物の臭いによって
食べられなくなった」、「食べ物の味付けは甘いものを好
んで食べた」、「食べ物の味付けで塩味を好んで食べた」、

「食べ物を置く位置が変化すると食べるのを嫌がった」、
「食器が変わると食べるのを嫌がった」、「食事に集中し
て食べるほうだった」、「離乳食を決まった時間に食べさ
せることができた」、「同じ人が食事を与えることができ
た」、「食べる時の雰囲気を楽しくできた」であった。

表５　現在の食事へのこだわり行動と離乳期の食発達行動項目の差

現在の食事へのこだわりの有無
あり群（97）
なし群（65）

食発達行動項目

なし群（平均ランク）
あり群（平均ランク）

平均ランクの差＞
 Z 値 有意確率 

（両側）

離乳が円滑 なし群（92.65）＞あり群（71.48） -2.988 **

後期に手づかみで食べる なし群（84.67）＞あり群（66.35） -2.648 **

前歯で噛み切る なし群（69.67）＞あり群（54.80） -2.366 **

１歳半食器で食べる  なし群（88.13）＞あり群（65.05） -3.329 **

楽しく食べる なし群（88.83）＞あり群（72.05） -2.393 **

決まった時間に食べる なし群（88.61）＞あり群（73.30） -2.249 *

塩味を好む あり群（87.24）＞なし群（59.41） -4.207 ***

嗜好や選択に限り あり群（90.03）＞なし群（61.02） -4.111 ***

食事の好悪程度強い あり群（90.11）＞なし群（63.91） -3.689 ***

初めては不機嫌 あり群（83.59）＞なし群（62.61） -3.171 **

なじみのある物しか食べない あり群（85.56）＞なし群（65.86） -2.794 *

食べさせる時の苛立ち あり群（85.63）＞なし群（70.72） -2.117 *

Mann-whitney,wilcoxon a グループ化変数：食のこだわり
*p<.05  **p<.01  ***p<.001
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２）ASD 児と定型発達児の食発達行動の比較
　発達の状況の違いによって、離乳期の食発達行動に有
意に差があるという結果を得た。そこで、ASD 児と定型
発達児を比較して、食発達行動項目の回答に有意な差が
あるかを検定した。その結果、ASD 児が定型発達児より、
平均ランクの差が有意に大きく認められたものは、「食
物の嗜好や選択するものが限られていると感じた」、「食
事の好き嫌いの程度が強いと感じた」、「食べさせる時早
く終わらせようと焦った」、「なじみのある物しか食べな
かった」、「初めての物を食べる時はいつも機嫌が悪く怖
がった」、「食べ物の味付けが変わると食べないことが多
かった」、であった。次に差があった項目は、「食べさせ
るときイライラした」であった。定型発達児が ASD 児
より平均ランクの差が有意に大きく差があった項目は、

「後期に頃に手づかみで食べ始めた」、「手づかみ食べがで
きる頃から前歯で噛み切ることができるようになった」、

「１歳半頃から食器で食べることができた」、「食事を楽し
そうに食べていた」、「お友達がいると食べられる物が増
えた」であった。次に差がある項目は、「離乳が円滑に
順調に進んだ」、「後期に食べ物で前掛けが汚れることが
多かった」、「目新しい食べ物は積極的に食べることがで
きた」、「食事に集中して食べるほうだった」、「初めての
食べ物でも１、２回で食べられるようになった」であっ
た。（表７）

Ⅲ．考察

１．ASD児の特徴的な食発達行動の項目
　今回の調査結果で、食発達行動の項目に各発達群で回
答に有意な差があったものは、食べる機能として、自食
機能の項目であった。また、食物の好き嫌いに影響する
心理的な発達として新奇性恐怖やサンプリングと塩味を
好むという生得的情報に関する項目であった。食べたい
という欲求は、食物の与え方、雰囲気が左右するといわ
れているが、モデリングやなじみのある物や時間に関す
る項目に各発達群に差が認められた。
　さらに、ASD 児の特徴的な食発達を明確にするため、
定型発達児との比較を行った。この結果、定型発達児と
比較して ASD 児の特徴として認められる項目は、なじみ
がある物や味付け、および、偏食の項目であった。ASD
児にとって、新奇性恐怖を持ち、なじんだものにこだわ
ることや食物の嗜好や選択に限りがある行動、また、味
の変化によって食べられないことは、味覚や視覚は感覚
に起因した項目である。自閉症児は感覚の特異性と関連
した強い偏食を示す例が多いとされている研究を支持す
るものとなった。定型発達児は、ASD 児と比較して離乳
が円滑に順調に進む項目や捕食機能の項目、モデリング
の項目に差があった。つまり、ASD 児は、食べる機能よ
り、感覚の特異性から食事へのこだわり行動となる特徴
を示していた。定型発達児は、食発達行動が進み、食事
場面で仲間とかかわることで新しい自分の反応を引き起
こす項目に特徴があった。このように、ASD 児は他人と
の社会的関係の形成の困難さを持っており、ASD 児の食
事支援は、食事を味わって食べることや一緒に食べるこ

表６　食発達行動と発達状況に差がある項目

食発達行動の項目 カイ２乗
漸近有
意確率

食発達行動の項目 カイ２乗
漸近有
意確率

離乳が円滑に進む 10.400 ** 楽しく食べる 11.597 **

後期に手づかみ 47.463 *** 食物の外見 10.542 **

前歯で噛み切る 36.838 *** 友達と食べる効果 30.841 ***

後期に前掛けが汚れる 12.100 ** 初めては不機嫌 13.429 **

１歳半食器で食べられる 18.576 *** 食べさせる時の苛立ち 6.392 *

味の変化で食べない 5.465 * 食事終了にあせり 7.337 *

なじみのある物しか食べない 8.918 ** 食事の好悪程度強い 9.697 **

目新しい物を積極的に食べる 11.456 ** 嗜好や選択に限り 13.931 **

１、２回で食べられる 8.662 *

A　Kruskal Wallis 検定 B　グループ化変数 : 発達　*p<.05　**p<.01　***p<.001
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とで食発達を進めることが難しいと推察される。それに
比べ定型発達児が ASD 児より高い項目は、食べる行動の
自立であり、社会的相互作用による食発達の項目であっ
た。定型発達児の食事への支援は、一人で食べることが
できるよう発達することを支援していくことが大切であ
る。仲間の中で楽しく食べる環境づくりが効果的である
ということが考えられる。

２．�ASD児の食事へのこだわり行動に影響を与えてい
る要因

　発達の違いと現在の食事へのこだわり行動の関連性に
ついて、ASD 児群が「食事へのこだわり行動がある」が
より高く、「食事へのこだわり行動がない」は低く関連し
た。このことから、ASD 児は、他の発達状況の子どもに
比べて、より多く現在も食事へのこだわり行動を持つこ
とが考えられる。こだわり行動は「社会に適応すること
ができない行動障害（不適応行動）」また、「その場の状

況や事柄と同一性を保ちたいという行為のこと」（柳沢
ら，2012）といわれている。また、想像力の障害もある
ため、不安が生じる可能性がある。そのため、初めての
物に対する恐怖があることから、ASD 児は食事へのこだ
わり行動が長期化する可能性が考えられる。しかし、定
型発達児や他の発達障害児の現在の食へのこだわり行動
の人数割合は高かったことから、今後、どんな発達状況
にある子どもであっても食事への支援は必要となること
がうかがえた。
　今回の研究では、食事へのこだわり行動として質問の
みであり、具体的な食物の指摘はしていない。食物の本
来の味が影響しているのか、また、味だけでなく口当た
りや臭いといった味覚に影響される事柄が何かを明確に
することができなかった。同時に、ASD 児の感覚の特異
性はその子ども特有のものであるため、個別的なこだわ
り行動の理解が重要となる。ASD 児がどのような食べ物
を躊躇し回避するのかを保護者と共に考えなくてはいけ

表７　 ASD 児と定型発達児との食発達行動における比較

定型発達児群（72）
　 ASD 児群（42）

食発達行動項目

定型発達児群（平均ランク）
ASD 児群（平均ランク）

平均ランクの差＞
 Z 値 有意確率

 （両側）

離乳が円滑	 定型発達児（62.93）＞ ASD 児（45.37） -2.925 **

後期に手づかみ 定型発達児（63.70）＞ ASD 児（31.79） -5.507 ***

前歯で噛み切る 定型発達児（50.14）＞ ASD 児（26.77） -4.581 ***

後期に前掛けの汚れ 定型発達児（56.63）＞ ASD 児（40.07） -2.931 **

１歳半食器で食べる 定型発達児（66.07）＞ ASD 児（29.95） -6.173 ***

目新しい物を積極的に食べる 定型発達児（62.54）＞ ASD 児（42.49） -3.445 **

集中して食べる 定型発達児（62.86）＞ ASD 児（46.71） -2.604 **

楽しく食べる 定型発達児（64.21）＞ ASD 児（43.15） -3.494 ***

友達と食べる効果 定型発達児（65.87）＞ ASD 児（35.63） -5.094 ***

１、２回で食べることができる 定型発達児（54.55）＞ ASD 児（39.84） -2.766 **

味の変化で食べない ASD 児（63.81）＞定型発達児（48.14） -2.724 **

なじみのある物しか食べない ASD 児（64.05）＞定型発達児（49.33） -2.462 **

初めては不機嫌 ASD 児（64.93）＞定型発達児（46.29） -3.272 **

食事の時の苛立ち ASD 児（65.23）＞定型発達児（52.13） -2.164 *

食事終了にあせり ASD 児（67.42）＞定型発達児（50.84） -2.785 **

食事の好悪程度強い ASD 児（68.92）＞定型発達児（49.95） -3.136 **

嗜好や選択に限り ASD 児（69.31）＞定型発達児（48.81） -3.397 **

Mann-whitney・Wilcoxon 検定　グループ化変数 : 発達
*p<.05  **p<.01  ***p<.001
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ない。定型発達児との比較で、食事を与える ASD 児の
母親の気持ちが、焦りや苛立ちの項目に有意な差がある
結果となったが、焦りや苛立ちによって無理な食事のか
かわりが、食事のこだわり行動に影響を与える可能性も
考えられる。

３．ASD児の保護者に向けての支援
　ASD 児の食発達の特徴の結果は、なじみがある物や味
付け、および、偏食の項目であった。ASD 児の食問題行
動である、食事へのこだわり行動をできるだけ長引かせ
ないことや解決できる状況にとどめるために保護者への
支援が必要である。なぜならば、ASD 児の食事へのこだ
わり行動が、その子どものこだわり行動や感覚の特異性
や社会関係の困難さに起因するのであれば、その子ども
の食発達に合わせた離乳食の進め方や食事環境の整え方
を慎重に考えなければならないからである。偏食指導と
して、できるだけ食べさせるという指導であれば、ASD
児に苦痛を与えることが考えられる。逆に ASD 児は食
べることができる時期を待つことが良いという研究の結
果がある。しかし、一回も食べていないものを新たに食
べるということは、想像力の障害から新奇性恐怖を持つ
ASD 児にとって、より食べる困難さを招くことが考えら
れる。そこで、こだわり状況を把握して、何に対してこ
だわりを持つのか、何が刺激となるのかを離乳期のエピ
ソードを聞き取り、食事の与え方ではなく、支援すべきこ
だわり行動やこだわり行動を引き起こした背景は何かを
考えることが必要であることが、示唆された。また、運
動能力や感覚の異常などから引き起こされる子どもの個
別なこだわりを、多角的に分析することが食問題行動へ
の援助となる可能性がある。その際の保護者の役割も重
要となる。先行研究では、食発達における食行動につい
て、母親の食生活が影響すること、母親の食事の配慮が
直接的に、母親の育児不安やストレスが間接的に子ども
の食行動の問題に影響を与えるという結果がある。また、
一般の保護者の食事への配慮のなさが子どもの食物の選
択の幅を狭めているという結果が報告されている。保護
者は、食問題行動そのものに負担を感じ、食事に際して
苛立ちや焦りといった気持をさらに持ちやすくなる。ま
た、積極的な姿勢を持つことが困難である。そのような
保護者に対して、心理的支援を行う必要がある。そこで、
組織的な協力体制をつくることが重要となる。そのこと
が、保護者の相談者を組織づけることとなるため、保護
者の必要な時に必要な人が相談にのるという体制作りが
必要である。
　食発達を視点に ASD 児の特徴や食問題行動を考えて
きた。しかし、定型発達児と比較することにより、一人で

食事をとることができるまでの過程で、どのように関わ
ればよいかを考えることができた。前述のように、定型
発達児や他の発達障害児の現在の食へのこだわり行動の
人数割合は高かったことや多くの母親が食事に対する悩
みを持つことから、定型発達児や他の発達障害児であっ
ても離乳期の食発達をふまえた支援を行うことが必要で
ある。また、子どもの食発達の過程で「むら食い」「食
事が遅い」、「食べる量が少ない」「偏食がある」などの
問題が起こることがある。その際、食発達の視点に立っ
て、食べる機能や食の心理的側面、社会的相互作用など
を多角的に判断し、かかわることが必要となる。何が食
行動の問題の要因となるのか明確にし、支援方法を考え
る必要があり、今後の課題となる。

Ⅳ．結論

１．�ASD 児は、食べる機能より、感覚の特異性から食事
へのこだわり行動となる特徴があることが示唆され
た。

２．�ASD 児の食発達行動に影響を与えている要因は、自
閉症の特徴であるこだわり行動や感覚の特異性と社
会的関係の形成の困難さであるということが考えら
れた。

３．�ASD 児の保護者は、離乳期の食の自立過程では、積
極的な取り組みが困難となる。食べるものを増やす
偏食指導だけでは、保護者の精神的負担を増大させ
る可能性がある。

４．�ASD 児の個別なこだわりを分析することが食問題
行動への援助となる可能性がある。また、保護者の
心理的な支援を行う必要がある。

５．�どの発達状況の子どもに対しても食発達の視点を用
い、食べる機能や食の心理的側面、社会的相互作用
などを多角的に判断し、かかわることが必要となる。
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Support for Parents in Regard to the Dietary Issues of Children 
with Autism Spectrum Disorder

Satoko Kojima
Osaka University of Comprehensive Children Education Graduate School

　We herein conducted a questionnaire survey on parents of children with normal development, those 
of children with Autism Spectrum Disorder (ASD), and those of children with other developmental 
disorders. Analysis of the data obtained revealed a relationship between the picky eating behaviors of 
children with ASD and their dietary developmental behaviors during the weaning period. In addition, 
the results suggested that the behavioral characteristics, sensory abnormalities, and difficulties in 
forming social relationships associated with autism are factors that affect the dietary developmental 
behaviors of children with ASD during the weaning period. Guidance for promoting a balanced diet, 
in other words expanding the range of　foods eaten, was found to possibly increase the psychological 
burden on parents of children with ASD. It is therefore important in support related to dietary issues 
for parents of children with ASD to provide support based on a broad analysis that ranges from each 
child’s picky eating behaviors to the dietary environment, the tactile sensation of eating utensils, and 
sense of taste, and to provide psychological support.
 
Key words：children with Autism Spectrum Disorder, unbalanced diet, pickiness, support for parents


